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　西春別駅前在
住の中河歳幸さ
ん（63歳)が令和
２ 年 春 の 叙 勲

（ 瑞 宝 単 光 章 ）
を受章し、役場
応接室で別海町
長から記念品が
贈 呈 さ れ ま し
た。
　中河さんは陸
上自衛隊別海駐
屯地業務隊防衛
技官として、長きにわたり自衛隊の活動を支えてこら
れました。

　特別叙勲（３月23日発令）で故山村勝信さんが「旭日単光章」を受章され、ご自宅において、副
町長からご遺族へ伝達が行われました。

　故山村勝信さんは、別海町議会議員として平成15年４月までの間、４期16年の長きにわたり在職し、地方自治
の進展に貢献されました。
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　人権擁護委員
の保田千惠子さ
んが、令和２年
度全国人権擁護
委員連合会長表
彰 を 受 け ま し
た。保田さんは
平 成17年 に 同
委員として委嘱
されて以来、町
民からの相談対
応や小中学校で
の人権教室開催
など、地域に密着した活動に尽力されており、その功
績をたたえられました。

　西春別町内会が国道243号（西春別市街）
の花壇整備を行いました。

　この事業は、町内会が北海道開発局および町と協力し
て美化、清掃活動を行う「ボランティア・サポートプロ
グラム」を活用し、花の苗や肥料の提供などを支援して
もらうものです。西春別町内会は平成19年度から本年
で14年目の実施となりました。
　マリーゴールドやサルビアなど3,630株とコスモスの
植え込みを行い、たくさんの花で街並みが華やかになり
ました。

令和２年春の叙勲受章者へ
記念品を贈呈しました

特別叙勲の伝達を行いました

全国人権擁護委員連合会長表彰

西春別町内会
ボランティア・サポート・プログラムの実施
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　町内在住で90歳を迎える方を祝う「別海町長寿賞」が石井アイさ
ん（昭和５年６月１日・別海）、中山美惠さん（昭和５年６月２日・
豊原）、庄司邦子さん（昭和５年６月15日・西春別）、阿部什男さん（昭

和５年６月15日・西春別）、嵯峨ミヨスさん（昭和５年６月22日・別海）、五十嵐アヤ子さん（昭和５年６月26
日・美原）に贈られました。

※���承諾された方のみ写真および氏名
を掲載しています。

おめでとう

※新型コロナウイルス感染予防のため、当分の間、写真撮影は取り止めることとしました。
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　「乗り越えよう！みんなの絵手紙展」
を中央公民館で開催しました。作品は町

内個人の方と、別海町地域活動支援センター、町内サ
ークル（サンキューの会、絵手紙サークル葉月、中春
別へたでいい会）、本別海、中春別寿大学の皆さんか
ら、107点の絵手紙を出展していただきました。
　どの作品も皆さん一生懸命取り組んでいて、施設の
利用者や福祉牛乳を取りに来られた方々を癒してく
れました。
　今後もこのような特別展を計画していきますので、
ご協力をお願いします。

　「明治から昭和の交通の要所 奥行地区
文化財を巡る」と題し、奥行地区の文化

遺産を学ぶ、ふるさと講座が開催されました。
　新型コロナウイルスの感染防止の対策をとった上
で10名余りの方が参加され、駅逓、駅、村営軌道と
いった文化遺産の見学や、講師の興味深いお話から、
町の開拓の変遷をたどりました。
　現在、旧奥行臼駅逓所は建物内部が一般公開されて
おり、誰でも見学することができます。

乗り越えよう！ みんなの絵手紙展ふるさと講座　歴史系
「明治から昭和の交通の要所

奥行地区文化財を巡る」

　第47回別海町むし歯予防図画・ポスター
コンクール表彰式が町民保健センターで行

われました。本年度は新型コロナウイルス感染症の影響
のため、１カ月遅れでの募集となりましたが、町内７小
学校から800作品もの応募をいただきました。
　表彰式では、特別賞受賞者と学年優秀賞受賞者に賞状
と記念品が贈呈されました。
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第47回別海町むし歯予防図画・
ポスターコンクール表彰式
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長
賞
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